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ツエーゲン金沢の効果的な情報配信のための 

ウェブサイトのデザインの考案 
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概要：本研究では，ツエーゲン金沢 web サイトのスライドショーがメニュー項目の探索を阻害していると仮説を立て，
その検証と両者の機能を損なわない適切な配置の考案をする． 実験刺激を用いて，メニュー項目の位置によってス
ライドショーの影響差を検証し，問題点を具体化する． 結果から，仮説通りメニュー項目の位置によってスライド

ショーの影響差があることが分かった． また影響の少ない位置に配置しても，2 つのコンテンツ機能の両立は困難で
ある事が示された． よって，メインビジュアルにコンテンツは 1 つまでとした設計が妥当と考える．  
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1. はじめに     

 ツエーゲン金沢は昨年度より J2 リーグに昇格し，今後の

クラブ発展のためにはサポーター数や観客動員数を増加さ

せることが重要な課題である． ここで，クラブからの情報

発信に対して Web サイトは有効なツールである． ところ

で，2015 年度 Web サイトユーザビリティランキング[1]に

よると，上位 10 社中 9 社が自社サイトのメインビジュアル

部にスライドショーを使用している． ツエーゲン金沢もご

多分に漏れず Web サイトのトップページにスライドショ

ーを使用しているが，図 1 に示すように，スライドの左右

および下部に情報コンテンツに関するメニュー項目を配置

している． このため，スライドショーの動作が閲覧者の情

報探索行為を阻害している恐れがある． 本研究では，ツエ

ーゲン金沢 Web サイトにおいて，スライドショーが情報探

索に対して阻害効果があるか否かを調べた上で，トップペ

ージの適切なレイアウト方法について考察する． まず，メ

ニュー項目の配置位置別のスライドショーの影響度合いを

調べ，次に，最も阻害効果が少ない場所に限定してスライ

ドとメニュー項目の間隔の大きさに関する影響を調べる．  

 

 

図 1. ツエーゲン金沢トップページ  
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2. メニュー項目の配置場所別の影響分析 

2.1 実験方法 

ツエーゲン金沢 Web サイトのトップページに基づいて実

験刺激を作成した． すなわち，図 2 に示すように，メイン

ビジュアル中央部のスライドに対してメニュー項目を左右

および下部の 7 ヶ所に配置させた． また，スライドとの調

和性を考慮して，メニュー項目の背景色は赤で，メニュー

内容は黒とした． 配置したメニュー項目において字数によ

る発見の差をなくすため漢字 4 文字で統一する事とした．  

この下に，図 2 の R, L, BL, BRの任意の課題位置に配置し

た探索項目を被験者に教示し，スライドショーの動作環境

下で，その探索項目と一致するメニューを選定させるとい

う形で実験を実施した． ここで，探索項目は 7 種類（試合

情報，選手情報，出店情報，観光情報，交通情報，駐車情

報，飲食情報）であり，これらは事前のアンケート調査に

より「ツエーゲン金沢 Web サイトに必要なもの」として選

ばれたものである． 情報コンテンツ探索の慣れを防止する

ため，被験者には 1 回きりの実験しか行わせなかった． R, 

L, BL, BRにそれぞれ 5 名の被験者を割り振ったため，被験

者総数は 20 名である． 7 種類の探索項目うち 4 種類が被

験者毎にランダムで課題位置である R, L, BL, BRに配置され

る.なお，被験者は全て金沢工業大学の学生である． 実験

の終了後に項目の探しやすさと課題遂行時のストレスにつ

いて 7 件法のアンケートで尋ねた． ここに，7 件法は「非

常に探しやすい」を 7 点，「非常に探しにくい」を 1 点とし

て得点化した． また，スライドショーでは 4 秒間隔でのス

ポンサー募集,スクール生募集,ファンクラブ入会,ボランテ

ィア募集の内容を提示しているため，その内容把握の有無

についても回答させた． 探索時間は WebTracer [2]で計測

した．  
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図 2. 実験刺激配置   

2.2 結果と考察 

 課題の探しやすさの評価結果を図 3 に示す． 縦軸は評価

得点であり，横軸はメニュー項目の配置位置である． 課題

の探しやすさにおいて課題位置による比較結果を図 3 に示

す． 図より，スライドに対して左側に配置された L が 4

か所の中で一番低い評価得点となり，BLが一番高い結果と

なった． 課題遂行時のストレス平均値を図 4 に示す． 図

4 から，BLよりも L が高いストレス値を示している事が分

かる． また，課題達成時間を図 5 に示す． 図 5 から，BL

が一番速く，L が一番遅いという結果になった． それぞれ

の結果に一元配置分散分析を実施したところ，主効果はな

かったが，多重比較により，課題の探しやすさと課題達成

時間において L と BLに有意傾向が見られた． 次に，スラ

イドの内容把握に関するアンケートの結果では，20 名中 17

名がスライドの内容を把握できていないことが分かった． 

このことから，メニュー項目がスライドの周囲に配置され

た場合，閲覧者はスライドの内容を把握できおらず，メニ

ュー項目の位置によりスライドの影響に差があることが分

かった．  

     図 3. メニュー項目の位置別の探しやすさの平均 

図 4. メニュー項目の位置別のストレスの平均 

 

 

 

      図 5. メニュー項目の位置別の探索時間の平均 

 

2.3 追加実験 

2.1 節の実験結果から L と BLの探しやすさや探索時間の

平均値の差に有意傾向が見られたが，これは 5 名での実験

であり，統計的検証を行うには十分なサンプル数とは言い

難い． そこで，上記の 5 名のデータに加えて，新しく 7

名に対して LとBLのみに対して 2.1節と同様の実験を実施

した（図 6）． 従って，計 12 名での実験となる．  

 

 

 

 

 

 

図 6. 実験刺激配置 

 

2.4 追加実験結果と考察 

 課題の探しやすさの結果を図 8 に示す． 2.1 節の実験同

様に L は時間もかかり探しにくいが，BLは時間も速く探し

やすい結果となった． この結果を平均値の差の検定を実施

したところ，5%水準で有意差が生じた． このことから，

スライドの終着側（左）に位置している L はスライドの動

作による悪影響を受けていると結論づけられる．  

 

 

      図 7. 課題 L と BL における探しやすさの平均得点 
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図 8. 課題位置 L と BL における平均課題達成時間 

3. メニューの下方配置による影響分析 

3.1 実験方法 

前節の影響分析から，BLでスライドショーの妨害効果が

最も小さい事が分かった． そこで，スライドに対してメニ

ューの適切な配置を確認するため，メニュー項目を下方に

のみ配置した上で，スライドショーとメニュー項目の間隔

の大きさの探索行為に与える影響を分析する． このとき，

L の妨害度合いの大きさおよびレイアウト上のバランスを

考慮して，左右にメニュー項目を配置しないことにした． 

以上より，実験刺激は，スライドに対しメニューを下部に

配置し，「間隔なし」，「間隔 1cm」，「間隔 2.5cm」の 3 種類

である（図 9）． これまでの実験同様に，指定したメニュ

ーを被験者に探索させる課題を設定し，課題達成後に予備

実験同様のアンケートを実施した． 課題となるメニューの

位置は，間隔量の検討のため実験 2.3 で探しやすいとされ

た BLとした． 実験前にスライドの内容も把握させるため，

課題達成だけが目的にならぬように細かく閲覧するように

教示を行った． さらに，スライドの内容が分からなかった

場合は，該当の項目には回答しないように指示をした． 被

験者は金沢工業大学学生 15 名である． 上記に示す各刺激

に 5 名ずつ割り振り，実験を実施した．  

 

 

図 9. 実験刺激配置 

 

3.2 実験結果 

 図 10 に，余白量における課題の探しやすさの比較結果を

示す． 図 10 から，余白量が増加するほど，課題の探しや

すさを示す値が低下していくことが分かる． 図 11 に，間

隔量における課題遂行時のストレスについての比較結果を

示す． 図 9 から，間隔が増加するとそれに伴い課題遂行時

のストレスを示す値が高まることが分かる． 図 12 にレイ

アウト評価の比較結果を示す． 図 12 から，スライドに対

して 2.5cm 程度間隔を設けた場合に，閲覧者にとってレイ

アウトが良くないと感じることが分かる． スライドの内容

の把握に関しては，「間隔 0」と「間隔 1cm」では 5 人中 2

人が回答，「間隔 2.5cm」では 5 人中 3 人が回答という結果

になった． 尚，動作するスライドの総数 5 枚中，「間隔

2.5cm」においての正答総数は 3 人で 6 枚となっており，他

は 2 名で 3 枚程度となっている． このことからも，間隔量

が増すと閲覧者に悪影響を与えるが，スライドの内容を把

握させるためには間隔量が必要であるため，スライドとメ

ニューの機能の両立は困難である事が分かる．  

 

図 10. 各余白量におけるメニューの探しやすさの平均得点 

 

 
  図 11. 各余白量における課題遂行時ストレスの平均得点 

 

図 12. 各余白量におけるレイアウト評価の平均得点 
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4. まとめ 
本研究ではスライドが閲覧者の情報探索行為に与える

影響とスライドとメニューの適切な配置について実験を行

った． これより，メインビジュアル部にスライドを用いた

web サイトを設計する場合，スライド以外のコンテンツの

共存は避けることが妥当だと考える． スライドの動作方向

や提示時間による影響については更なる検討が必要である．  
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